
第54号
平成30年7月31日

写真：早池峰山小田越登山道に写真：早池峰山小田越登山道にてて

もくもくじじ
２２…６月定例会（可決議案ＰｉｃｋＵｐ…６月定例会（可決議案ＰｉｃｋＵｐ、、

議案審議ほ議案審議ほかか））

５５……一般質一般質問問 ～～1111人が登壇人が登壇～～

1111……平成２９年度政平成２９年度政務務活動費活動費

執行状況報執行状況報告告

1122……ちょっと一言、編集後ちょっと一言、編集後記記

登登山の際は、細心の注意を登山の際は、細心の注意を！！

山開き前山開き前のの６月６日６月６日、花巻・遠野両市の消、花巻・遠野両市の消防防
隊員や消防団員が遭難救助訓練を実施し隊員や消防団員が遭難救助訓練を実施しまま
したした。。
近年近年、、登山による事故が増加し登山による事故が増加し、、毎年全国毎年全国

的に要救助者が発生しております的に要救助者が発生しております。。
登山の際は細心の注意を払い、ケガのな登山の際は細心の注意を払い、ケガのないい
楽しい登山を心がけましょう楽しい登山を心がけましょう。。
６月10日、早池峰山は山開きを迎えまし６月10日、早池峰山は山開きを迎えましたた。。
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○花巻市名誉市民条例
この条例の要旨…
市内に居住していない方で、市勢の発展または市の名誉・名声の高揚に著しく貢献した方に対し、

花巻市名誉市民の称号等を贈り、その功績を後世まで顕彰することを目的とする。

６月定例６月定例会会（６月１日～18日（６月１日～18日））

６６月月
定例定例会会

３３月月
定例定例会会

11122月月
定定例定例会会

９９９月月
定例定例会会

定例会は
年４回

○高規格救急自動車 １台
○消防ポンプ自動車 ２台
○高規格救急自動車 →花巻中央消防署東和分署に配備している救急自動車は、導入後１３年が経過。

車両の劣化等により更新するもの。

更新車両は、救急救命士による高度な処置を車内で行える資機材を積載して

おり、救命率の向上、高度な救急サービスの提供を図るもの。

○消防ポンプ自動車 →現有車両の経年劣化による性能低下から花巻市消防団第４分団（東十二丁目）、
第１３分団（石鳥谷/大瀬川）へそれぞれ配備（更新）するもの。

財産取得
檎

誤

碁

護

瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚

瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚

語
語
語
語
語

語
語
語
語
語

制定
檎

誤

碁

護

瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚

瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚

語
語

語
語

○花巻市農業委員会委員の任命
要旨…農業委員24名の任命について同意を求めるもの（任命に同意された農業委員は３ページに記載）

同意
檎

誤

碁

護

瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚

瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚瑚

語
語

語
語

本定例会では――
・市長提出議案 ３９件
・報告 １０件
・請願 １件
・議員提出議案 ２件
・意見書 １件

以上が提出されました

可可決議可決議案案
PickUPickUpp

平成30年第２回定例会（６月定例会）は６月１日～18日までの会期で行われ、上
記のように議案等の提出がありました。
議案等は53件提出され、そのうち24件が花巻市農業委員会委員の任命（同意）議
案でした。そのほか、４件の専決処分や名誉市民条例、財産の取得、一般会計補正予
算（第１号、第２号）などの議案について、いずれも原案のとおり可決しました。
下欄には、議案の中から３点をピックアップしてご紹介します。

反対討論あり
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今
回
任
命
さ
れ
た
農
業
委
員
会
委
員
の
皆
さ
ん

▼
選
考
は
…
学
識
経
験
者

３
名
、
公
共
的
団
体
等
の

役
職
員
３
名
の
合
計
６
名

か
ら
な
る
花
巻
市
名
誉
市

民
選
考
委
員
会
に
よ
っ
て

審
議
さ
れ
、
市
長
が
議
会

の
同
意
を
得
て
決
定
し
ま

す
。

▼
内
容
は
…
農
業
に
関
す

る
識
見
を
有
し
、
農
地
等

の
利
用
最
適
化
を
推
進
す

る
事
項
に
お
い
て
、
そ
の

職
務
を
適
切
に
行
う
こ
と

が
で
き
る
方
が
任
命
さ
れ

ま
し
た
。
委
員
定
数
の
過

半
数
は
認
定
農
業
者
と
す

る
こ
と
。
農
業
者
以
外
の

方
で
農
業
委
員
会
の
業
務

に
関
し
て
利
害
関
係
を
有

し
な
い
方
を
１
名
以
上
確

保
す
る
こ
と
。
女
性
や
青

年
を
積
極
的
に
登
用
す
る

こ
と
な
ど
を
基
準
と
し
て

選
考
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
議

▼
改
編
内
容
は
…
議
会
運

営
委
員
会
の
発
議
に
よ
り

花
巻
市
議
会
委
員
会
条
例

が
一
部
改
正
さ
れ
、
委
員

会
定
数
を
増
員
さ
せ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
、

常
任
委
員
会
を
現
行
の
４

常
任
委
員
会
の
う
ち
、
文

教
常
任
委
員
会
と
福
祉
常

任
委
員
会
を
統
合
し
、
３

常
任
委
員
会
に
新
た
に
改

編
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
条
例
は
、
議
員

改
選
後
の
平
成

年
８
月

30

１
日
施
行
で
す
。

▼
第
１
号
は
減
額

平
成

年
度
一
般
会
計

30

補
正
予
算
第
１
号
は
、
歳

入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
６

３
０
万
８
０
０
０
円
減
額

の
総
額
約
４
７
５
億
９
０

０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

歳
入
減
額
の
主
な
要
因

は
、
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
の
内
定
に
伴
う
事

業
費
の
整
理
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
。

歳
出
で
は
私
立
保
育
施

設
整
備
に
対
す
る
補
助
金

花
巻
市
名
誉
市
民
条
例

の
２
３
６
５
万
円
、
ぶ
ど

う
棚
整
備
（
１
団
体
）
に
対

す
る
補
助
金
１
０
２
９
万

円
、
企
業
の
工
場
建
設
、
設

備
投
資
（
２
社
）
に
対
す
る

補
助
金
７
０
８
０
万
円
、

西
南
地
域
へ
の
道
の
駅
整

備
の
工
事
費
増
と
し
て
５

２

９

２

万

円
、
東

和

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
外
壁
吹

付
け
塗
材
処
理
に
伴
う
解

体
工
事
費
増
に
２
１
４
６

万
円
、
田
瀬
湖
ボ
ー
ト
場

へ
の
合
宿
誘
致
促
進
に
資

す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

購
入
に
８
０
０
万
円
な
ど

で
す
。

▼
第
２
号
は
増
額

補
正
予
算
第
２
号
は
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
０
５

１
万
８
０
０
０
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

総
額
約
４
７
６
億
１
１
３

１
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
は
繰
越
金
で
歳
出

は
公
営
住
宅
等
建
設
事
業

費
の
設
計
等
業
務
委
託
料

で
す
。
こ
れ
は
災
害
公
営

住
宅
建
設
に
あ
た
り
花
巻

市
上
町
商
店
街
振
興
組
合

の
ア
ー
ケ
ー
ド
の
一
部
解

体
・
撤
去
お
よ
び
設
計
委

託
料
で
す
。

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟
【
花
巻
地
区
】

○
阿
部

秀
子
さ
ん

あ

べ

ひ

で

こ

【
上
似
内
】

○
伊
藤

富
壽
さ
ん

い
と
う

と
み
ひ
さ

【
南
城
】

○
奥
山

雅
史
さ
ん

お
く
や
ま

ま
さ
ふ
み

【
桜
台
】

○
川
村

育
子
さ
ん

か
わ
む
ら

い
く
こ

【
高
松
】

○
小
田
島

新
一
さ
ん

こ
だ
し
ま

し
ん
い
ち

【
金
矢
】

○
佐
々
木

勝
志
さ
ん

さ

さ

き

か

つ

し

【
太
田
】

○
駿
河

茂
さ
ん

す
る
が

し
げ
る

【
西
宮
野
目
】

○
高
橋

た
か
は
し

美
代
子
さ
ん

み

よ

こ【
横
志
田
】

○
照
井

順
一
さ
ん

て
る
い

じ
ゅ
ん
い
ち

【
湯
口
】

○
中
島

忠
成
さ
ん

な
か
し
ま

た
だ
な
り

【
矢
沢
】

○
戸
來

洋
子
さ
ん

へ

ら

い

よ

う

こ

【
太
田
】

○
本
舘

和
夫
さ
ん

も
と
だ
て

か
ず
お

【
轟
木
】

【
大
迫
地
区
】

○
伊
藤

忠
宏
さ
ん

い
と
う

た
だ
ひ
ろ

【
内
川
目
】

○
川
村

か
わ
む
ら

優
さ
ん

ま
さ
る

【
大
迫
】

○
高
橋

和
子
さ
ん

た
か
は
し

か
ず
こ

【
亀
ケ
森
】

【
石
鳥
谷
地
区
】

○
岡
田

知
穂
さ
ん

お

か

だ

ち

ほ

【
新
堀
】

○
小
原

正
好
さ
ん

お
ば
ら

せ
い
こ
う

【
上
口
】

○
中
村

清
孝
さ
ん

な
か
む
ら

き
よ
た
か

【
関
口
】

○
晴
山

成
仁
さ
ん

は
れ
や
ま

な
る
ひ
と

【
黒
沼
】

○
栁
原

久
夫
さ
ん

や
な
ぎ
わ
ら

ひ
さ
お

【
南
寺
林
】

【
東
和
地
区
】

○
浅
沼

英
喜
さ
ん

あ
さ
ぬ
ま

ひ
で
き

【
石
鳩
岡
】

○
小
原

雍
子
さ
ん

お

ば

ら

よ

う

こ

【
谷
内
】

○
昆

正
さ
ん

こ
ん

た
だ
し

【
中
内
】

○
清
水

伸
さ
ん

し
み
ず

し
ん

【
百
ノ
沢
】

※
任
期
・
・
・
平
成

年
８

30

月
１
日
か
ら
３
年
間

※
【

】
書
き
は
居
住
地

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟

自
治
功
労
者
と
し
て

３
氏
が
表
彰
受
賞

長
年
に
わ
た
る
地
方
自

治

へ
の
功
労
に
対
し
、
全

国
市
議
会
議
長
会
か
ら
在

職

年
の
議
員
３
名
が
表

15
彰
を
受
け
ま
し
た
。

（写
真
右
か
ら
）

大
原

健

議
員

本
舘

憲
一

議
員

近
村

晴
男

議
員

花
巻
市
農
業
委
員
会

委
員

名
を
任
命

24

常
任
委
員
会
を

３
つ
に
改
編

補
正
予
算
第
1
号
、

第
2
号
を
可
決
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常
任
委
員
会
活
動
報

常
任
委
員
会
活
動
報
告告

【
総
務
常
任
委
員
会
】

◆
６
月

日
12

◇
所
管
事
務
調
査
「
空
き
家
バ
ン
ク
に

つ
い
て
」

【
文
教
常
任
委
員
会
】

◆
５
月

日
10

◇
所
管
事
務
調
査
「
平
成

年
度
花
巻

30

市
教
育
行
政
の
重
点
に
つ
い
て
」

◆
６
月

日
12

◇
第
３
号
請
願
審
査
「
教
職
員
定
数
改

善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

２
分
の
１
復
元
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
」
＝
採
択
（
意
見
書
発
議
／

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
を

求
め
る
意
見
書
）

【
福
祉
常
任
委
員
会
】

◆
６
月

日
13

◇
所
管
事
務
調
査
「
障
が
い
者
の
就
労

状
況
に
つ
い
て
」

【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
】

◆
５
月

日
14

◇
所
管
事
務
調
査
「
中
山
間
地
域
農
業

に
つ
い
て
」

◆
６
月

日
13

◇
所
管
事
務
調
査
「
花
巻
市
の
林
業
に

つ
い
て
」

禦

亨

魚

享

挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚

許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許

▼
花
巻
市
議
会
は
、平

成

年
８
月
１
日
か

30
ら
議
会
改
革
の
一
環

と
し
て
、常
任
委
員
会

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

▼
内
容
は
現
行
４
常

任
委
員
会（
総
務
、文

教
、福
祉
、産
業
建
設
）

を
、３
常
任
委
員
会

（
総
務
、文
教
福
祉
、産

業
建
設
）に
改
編
す
る

と
と
も
に
、委
員
の
定

数
は
６
名
～
７
名
を
、

８
名
～
９
名
に
し
て

所
管
事
項
も
見
直
す

も
の
で
す
。

▼
議
員
定
数
の
減
少

に
よ
り
、各
常
任
委
員

会
の
委
員
数
が
少
な

く
な
っ
て
お
り
、幅
広

く
市
民
の
意
見
を
お

聞
き
す
る
と
と
も
に
、

議
論
を
一
層
深
め
る

た
め
に
は
、常
任
委
員

会
定
数
を
増
や
す
必

要
が
あ
る
と
し
て
変

更
す
る
も
の
で
す
。

▼
４
つ
あ
る
常
任
委

員
会
を
３
つ
に
す
る

こ
と
で
、所
管
事
項
が

増
え
る
常
任
委
員
会

は
も
ち
ろ
ん
、所
管
事

項
に
変
更
が
な
い
常

任
委
員
会
も
、従
来
以

上
に
論
議
を
深
め
る

た
め
の
不
断
の
調
査
、

研
究
が
大
切
と
な
り

ま
す
。

本定例会では、１件の意見書案が提出されました。本会議での審議の
結果、原案のとおり可決され、花巻市議会として内閣総理大臣等に意見
書を提出しました。

意見書発意見書発議議

提出者件 名

文教常任委員会
委員長 伊藤源康

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度
２分の１復元を求めることについて

※意見書全文は市ホームページに掲載しております。詳しくはそちらをご覧ください。

※９月定例会への請願や陳情は、８月２４日（金）午後５時までに提出ください。

編
集
委
員

編
集
委
員
はは

こ
う
こ
う

視視

た
！
た
！

✧
✧

平成30年第２回定例平成30年第２回定例会会
【審議結果【審議結果】】

62花巻市名誉市民条例

照
井
明
子

櫻
井

肇

藤
井
幸
介

増
子
義
久

菅
原
ゆ
か
り

阿
部
一
男

若
柳
良
明

照
井
省
三

髙
橋

浩

近
村
晴
男

藤
井
英
子

本
舘
憲
一

松
田

昇

鎌
田
幸
也

大
原

健

内
舘

桂

瀬
川
義
光

高
橋

修

中
村
初
彦

藤
原
晶
幸

伊
藤
源
康

髙
橋

勤

藤
原

伸

審
議
結
果

○○○●○○○○○○○○○○○○○○○○○○○可決

議案番号および議案名

明 和 会 市民クラブ 花巻クラブ 平和環境
社民クラブ 会派を構成していない

〇は賛成、●は反対 議長は表決に加わりません。上記以外の議案は全会一致で可決。
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市
政
「
こ
こ
が
聞
き
た
い

市
政
「
こ
こ
が
聞
き
た
い
」」

一
般
質

一
般
質
問問

年度内に警防計画を改正

禦

亨

魚

享

挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚

許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許

小
学
５
、
６
年
生
の
外
国
語
教
科
化

お
よ
び
３
、
４
年
生
の
外
国
語
活
動
は

教
職
員
の
多
忙
化
要
因
と
な
ら
な
い
か
。

ま
た
、
そ
の
対
応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

①
道
路
が
狭
隘
か
つ
区
画
整
理
さ

れ
て
い
な
い
住
宅
密
集
地
の
消
防
活

動
困
難
地
域
の
把
握
と
そ
の
指
定
に
つ
い
て

伺
う
②
消
防
活
動
困
難
地
域
の
住
民
へ
の
周

知
に
つ
い
て
伺
う
③
困
難
地
域
の
火
災
予
防

対
策
と
消
防
活
動
の
戦
術
に
つ
い
て
伺
う
。

【
市
長
】
①
当
市
消
防
本
部
は
大
規
模

な
火
災
に
つ
な
が
る
危
険
性
の
高
い

日ごろからの訓練が大切

（花巻地区消防操法競技会）

【
教
育
長
】
小
学
校
に
お
け
る
外
国
語

教
科
と
外
国
語
活
動
の
授
業
増
加
に

お
い
て
は
、
学
校
行
事
や
教
育
課
程
全
般
を

見
直
し
、
工
夫
と
改
善
に
努
め
、
多
忙
化
解
消

に
向
け
て
教
育
課
程
を
編
成
し
、
学
校
運
営

を
進
め
て
い
く
。

教
職
員
の
多
忙
化
要
因
は

【
そ
の
ほ
か
の
質
問
】

道
路
の
維
持
補
修
に
つ
い
て
、
県
立

高
等
学
校
再
編
に
係
る
対
応
に
つ
い
て

照井省三 議員
（平和環境社民クラブ）

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟 活
渇

潟
潟
潟

地
域
を
「消
防
活
動
困
難
性

地
域
」
と
し
て
、
市
内

カ
所

71

を
抽
出
し
、
各
消
防
署
・
分
署

に
通
知
し
て
い
る
。

②
本
年
８
月
こ
ろ
を
目
標
と

し
て
警
防
計
画
の
一
部
改
正

に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
改
正
後
、

カ
所
の
「消
防
活
動
困
難

71性
地
域
」
の
住
民
の
皆
様
に

周
知
を
図
る
。

③
火
災
予
防
策
に
つ
い
て
は
、

住
宅
火
災
警
報
器
の
設
置
・

点
検
の
促
進
を
行
う
と
と
も

に
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
初
期
消

火
訓
練
を
行
い
火
災
予
防
に

努
め
る
。
消
防
活
動
の
戦
術

花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政花巻市政のののののののののののののののののののののの

ここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここををををををををををををををををををををを聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞きききききききききききききききききききききたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいここを聞きたい！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
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消防活動困難地域の対応策は

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

に
つ
い
て
は
、
出
場
隊
を
増
隊
さ
せ
る
ほ
か
、

効
果
的
な
車
両
配
置
を
行
う
。
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市
政
「
こ
こ
が
聞
き
た
い

市
政
「
こ
こ
が
聞
き
た
い
」」

一
般
質

一
般
質
問問

市
が
計
画
を
進
め
て
い
る
、
花
巻

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
へ
の
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
に
つ
い
て
、
そ
の

必
要
性
・
将
来
性
に
つ
い
て
伺
う
。

岩
手
県
が
掲
げ
る
「
育
児
の
日
」
を

推
奨
す
る
た
め
、
本
市
に
お
い
て
「
育

児
の
日
」
を
制
定
し
、
さ
ら
な
る
子
育
て
支
援

の
充
実
を
図
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

【
教
育
長
】

岩
手
県
で
は
、
家
庭
や
家

族
を
大
切
に
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

や
子
ど
も
の
成
長
と
子
育
て
を
社
会
全
体
で

応
援
す
る
機
運
の
醸
成
を
目
的
に
、

月
11

19

日
を
「
い
い
育
児
の
日
」
と
定
め
て
い
る
。

産業振興と市民の利便性が期待

されるスマートIC

（花巻パーキングエリア）

【
市
長
】
市
道
山
の
神
諏
訪
線
の
整
備

に
よ
る
花
南
・
西
南
地
域
の
企
業
や
住

民
の
利
便
性
、
市
の
南
側
に
立
地
す
る
企
業

等
の
製
造
品
の
輸
送
時
間
短
縮
や
輸
送
コ
ス

ト
削
減
に
よ
る
産
業
振
興
、
市
公
設
地
方
卸

売
市
場
の
渋
滞
緩
和
に
よ
る
確
実
な
配
送
と

入
出
荷
量
増
加
、
北
上
工
業
団
地

へ
の
ア
ク

セ
ス
向
上
等
の
利
便
性
を
図
る
た
め
に
必
要

と
考
え
る
。
将
来
性
に
つ
い
て
は
、
北
上
工
業

団
地
へ
の
東
芝
メ
モ
リ
と
関
連
企
業
進
出
や

東
北
横
断
自
動
車
道
釜
石
・
花
巻
間
の
全
線

開
通
に
よ
る
高
速
道
路
の
利
用
増
加
、
県
立

中
部
病
院

へ
の
救
急
搬
送

分
圏
域
拡
大
、

20

岩
手
医
科
大
学
附
属
病
院
へ
の
救
急
搬
送
時

間
短
縮
の
ほ
か
、
広
域
観
光
の
推
進
も
期
待

さ
れ
る
。

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
必
要
性
は

【
そ
の
ほ
か
の
質
問
】

防
災
力
強
化
に
つ
い
て

高橋 修 議員
（市民クラブ）

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟 活
渇

潟
潟
潟

本
市
と
し
て
は
、
改
め
て

制
定
す
る
の
で
は
な
く
、
県

で
取
り
組
ん
で
い
る
「育
児

の
日
」
に

つ
い
て
、
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ

て
市
民
に
広
く
周
知
を
図
り
、

家
庭
や
家
族
を
大
切
に
す
る

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
子
ど
も

の
成
長
と
子
育
て
に
つ
い
て
、

社
会
全
体
で
応
援
す
る
機
運

を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

県制定の「育児の日」を周知
「花巻市育児の日」制定は

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

子
ど
も
の
貧
困
が
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
市
内
児
童
生
徒
の
実
態

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
対
策
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

法
人
化
や
農
地
の
集
約
化
と
い
っ

た
大
規
模
化
を
推
進
す
る
方
針
の
よ

う
だ
が
、
労
働
力
不
足
が
重
く
の
し
か
か
る

中
で
、
小
規
模
農
家
と
組
み
合
わ
せ
た
振
興

策
も
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
中
山
間
の
農
業

の
在
り
方
を
含
め
、
本
市
農
業
の
将
来
像
を

ど
う
描
く
の
か
。

【
市
長
】

農
業
・
農
村
の
振
興
を
図
る

た
め
に
は
、
担
い
手

へ
の
農
地
集
積
・

集落営農の組織化・法人化が進む

（小麦の収穫：笹間地区）

【
教
育
長
】

家
庭
の
貧
困
は
、
子
ど
も

た
ち
の
生
活
や
成
長
に
様
々
な
影
響

を
及
ぼ
す
。
子
ど
も
の
将
来
が
生
ま
れ
育
っ

た
環
境
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
貧
困
の
状
況
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、
健

や
か
に
成
育
す
る
環
境
を
整
備
し
、
教
育
の

機
会
均
等
を
図
る
こ
と
が
責
務
で
あ
る
と
捉

え
て
い
る
。
今
年
度
、
岩
手
県
保
健
福
祉
部
に

お
い
て
「（仮
称
）
岩
手
県
子
ど
も
の
生
活
実

態
調
査
」
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
結
果
に

よ
り
、
市
に
お
け
る
貧
困
の
実
情
を
捉
え
、
自

分
の
将
来
に
希
望
を
持
て
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
貧
困
の
連
鎖
を
防
止
す
る
事
業
を

検
証
・
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
貧
困
の
現
状
は

伊藤源康 議員
（明和会）

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟 活
渇

潟
潟
潟

集
約
化
を
推
進
し
て
い
く
一

方
で
、
農
村
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
小
規
模
農
家

や
兼
業
農
家
な
ど
、
農
業
者

が
担
う
多
様
な
役
割
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
も
重
要
と
考

え
て
い
る
。

ま
た
、
集
落
営
農
の
組
織

化
や
法
人
化
に
対
す
る
支
援
、

新
規
就
農
者
活
動
支
援
の
充

実
、
市
内
女
性
農
業
者
の
活

動
支
援
を
さ
ら
に
維
持
強
化

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
。

維持強化していくことが必要
本市の農業の将来像は

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ
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市
政
「
こ
こ
が
聞
き
た
い

市
政
「
こ
こ
が
聞
き
た
い
」」

一
般
質

一
般
質
問問

花
巻
米
が
実
需
者
の
要
望
に
応
え

ら
れ
な
い
状
況
と
し
て
花
巻
農
協
は
、

主
食
用
米
の
作
付
け
を
農
家
に
お
願
い
し
て

い
る
現
状
で
あ
る
。

転
作
過
剰
へ
の
対
応
に
つ
い
て
市
の
考
え

を
伺
う
。

「

年
先
の
街
の
未
来
を
考
え
る
」

40

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
策
定
さ
れ
た
「
花
巻

市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」
は
、
い
か

に
し
て
着
実
に
推
進
し
、
ま
ち
づ
く
り
と
市

民
生
活
の
質
の
向
上
を
目
指
す
か
が
問
わ
れ

て
く
る
。
こ
の
実
施
計
画
策
定
の
状
況
を
伺

う
。

【
市
長
】
現
在
進
め
て
い
る
実
施
計
画

は
「公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」

40年先を見据えた「花巻市公

共施設マネジメント計画」

【
市
長
】

花
巻
米
の
需
要
は
、
県
産
オ

リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
認
知
度
が
徐
々
に

向
上
し
て
い
る
ほ
か
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
に
つ
い

て
は
実
需
者
か
ら
強
い
要
望
を
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
価
格
の
安
定
に
は
需
給
調
整
も
必

要
で
あ
り
生
産
目
安
の
範
囲
内
で
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
生
産
を
支
援
し
て
い
く
。
転
作
過
剰

に
つ
い
て
は
、
固
定
的
な
転
作
地
や
農
家
の

経
営
判
断
に
よ
る
も
の
で
、
需
要
に
応
じ
る

た
め
生
産
目
安
の
範
囲
内
で
、
飼
料
用
米
か

ら
主
食
用
米
へ
の
作
付
け
を
誘
導
し
て
い
く
。

転
作
過
剰
へ
の
対
応
は

本舘憲一 議員
（花巻クラブ）

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟 活
渇

潟
潟
潟

に
基
づ
い
て
、
平
成

年
度
か

31

ら
の
５
年
間
を
第
一
次
計
画
と

し
て
策
定
す
る
。
学
校
や
市
営

住
宅
、
下
水
道
な
ど
国
の
指
針

に
よ
り
用
途
ご
と
に
策
定
す
る

個
別
施
設
計
画
の
ほ
か
、
振
興

セ
ン
タ
ー
や
文
化
会
館
な
ど
、

指
針
に
示
さ
れ
て
い
な
い
用
途

の
施
設
に
つ
い
て
も
維
持
管
理

や
施
設
総
量
を
総
括
し
て
管
理

す
る
。
今
後
は
施
設
ご
と
に
改

築
、
改
修
等
の
計
画
を
検
討
し
、

大
規
模
改
修
施
設
に
つ
い
て
は
、

劣
化
状
況
や
躯
体
の
調
査
を
行

い
、
専
門
家
の
助
言
も
得
な
が

ら
、
年
度
内
の
策
定
を
目
指
す
。

年度内の策定を目指す
施設維持管理の実施計画は

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

長
時
間
の
部
活
動
が
問
題
と
な
り
、

ス
ポ
ー
ツ
庁
か
ら
外
部
指
導
員
の
任

用
や
週
二
日
以
上
の
休
養
日
の
設
置
、
活
動

時
間
の
上
限
指
定
な
ど
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

示
さ
れ
た
が
、
市
内
中
学
校
の
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

国
主
導
に
よ
る
生
産
調
整
が
廃
止

さ
れ
、
個
々
の
生
産
者
の
判
断
に
委
ね

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
今
年
度
の
主
食

用
米
の
作
付
け
面
積
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
直
接
支
払
い
交
付
金
も
廃
止
と
な
っ

た
が
、
そ
の
影
響
と
対
応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

【
市
長
】
市
内
の
平
成

年
度
主
食
用

30

米
の
作
付
け
面
積
は
７
０
６
２
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
前
年
比
で
２
８
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
増

休養とのバランスが取れた部活動が行わ

れている （石鳥谷中学校野球部）

【
教
育
長
】
市
内

の
中
学
校
は
常
設

11

部
に
顧
問
と
な
る
教
員
を
１
名
以
上

配
置
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
専
門
的
な
技

術
指
導
を
担
い
、
顧
問
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
外

部
指
導
者
を

校
全
て
が
委
嘱
し
て
い
る
。

11

土
日
な
ど
休
日
の
活
動
時
間
は
平
成

年
30

４
月
か
ら
５
月
の
場
合
、

校
中
３
校
が
３

11

時
間
か
ら
４
時
間
以
内
の
活
動
と
回
答
す
る

一
方
、
練
習
試
合
や
遠
征
の
た
め
６
校
が
概

ね
３
時
間
か
ら
４
時
間
活
動
、
２
校
が
４
時

間
以
上
と
し
、
練
習
過
多
の
状
況
が
あ
る
。

中
学
の
部
活
動
状
況
は

鎌田幸也 議員
（市民クラブ）

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟 活
渇

潟
潟

加
し
た
が
、
生
産
目
安
の
７
２
０

８
ヘ
ク
タ
ー
ル
よ
り
１
４
６
ヘ
ク

タ
ー
ル
下
回
っ
た
。
ま
た
平
成
29

年
度
で
４
億
６
千
万
円
ほ
ど
の
直

接
支
払
い
交
付
金
は
廃
止
さ
れ
た
。

市
は
県
農
業
再
生
協
議
会
か
ら

示
さ
れ
る
生
産
目
安
を
も
と
に
、

需
要
に
応
じ
た
主
食
用
米
の
生
産

を
確
保
す
る
ほ
か
、
県
か
ら
国
に

対
し
て
米
の
需
給
安
定
に
資
す
る

新
た
な
支
援
策
を
創
設
す
る
よ
う

要
請
す
る
。
ま
た
水
田
活
用
の
直

接
支
払
交
付
金
や
補
助
事
業
を
活

用
し
、
飼
料
用
米
や
、
加
工
用
米
、

園
芸
作
物
な
ど
の
転
作
に
対
す
る

支
援
を
行
う
。

作付けは289ヘクタール増加
米の生産調整廃止の影響は

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ
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市
政
「
こ
こ
が
聞
き
た
い

市
政
「
こ
こ
が
聞
き
た
い
」」

一
般
質

一
般
質
問問

最
近
「
終
活
」
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
メ
デ
ィ
ア
や
本
な
ど
で
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
人
生
の
終
わ
り
に
向
け
て
前

向
き
に
準
備
し
、
今
を
よ
り
自
分
ら
し
く
生

き
る
た
め
の
本
市
の
取
り
組
み
を
伺
う
。
ま

た
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
生
前
に
、
も
し

も
の
時
を
考
え
、
遺
言
書
と
は
違
っ
て
、
い
つ

で
も
見
直
す
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
思
い
を

伝
え
る
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
の
作
成
や
、

「
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
ィ
ル
」
の
啓
発
に
つ
い
て
伺

う
。

ふれあい出前講座でも取り上げられてい

るエンディングノート

菅原ゆかり 議員

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟 活
渇

潟
潟
潟

【
市
長
】
「終
活
」
に
お

け
る
取
り
組
み
は
し

て
い
な
い
が
、
在
宅
医
療
と

介
護
の
連
携
推
進
の
一
環
と

し
て
、
平
成

年
度
か
ら
は

27

在
宅
に
お
け
る
療
養
や
み
と

り
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会

を
開
催
し
、
本
人
や
ご
家
族
、

医
療
・
介
護
関
係
者
と
の
話

し
合
い
の
大
切
さ
に
つ
い
て

お
伝
え
し
て
い
る
。

「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」

は
、
ど
う
生
き
る
か
と
と
も

に
、
ど
う
最
期
を
迎
え
る
か

の
人
生
の
記
録
を
書
き
続
け

実務者の協議の場で検討
「終活」の取り組みは Ｑ

Ａ

施
設
の
展
示
や
ま
ち
づ
く
り
に
関

わ
る
専
門
家
か
ら
な
る
専
門
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
大
迫
商
店
街
の
振
興
策
を
練

り
、
ま
ち
の
顔
づ
く
り
委
員
会
で
検
討
さ
せ

る
と
い
う
二
段
階
方
式
で
臨
む
考
え
は
な
い

か
。

花
巻
城
跡
を
負
担
が
少
な
く
市
民

の
手
に
取
り
戻
す
機
会
が
訪
れ
た
場

合
、「
ま
ち
づ
く
り
基
金
」
を
活
用
し
て
取
得

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
取
得
を
想
定
し

仮
称
「
花
巻
城
・
花
の
城
跡
公
園
」
と
し
て
整

備
す
る
構
想
を
描
い
て
お
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
市
長
】

ま
ち
づ
く
り
基
金
を
活
用

し
て
花
巻
城
跡
を
取
得
す
る
場
合
、
基

往時のにぎわい復活が課題の大迫商店街

【
市
長
】

ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
の

意
見
を
聞
く
に
は
、
市
あ
る
い
は
住
民

の
側
で
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
を
共
通
認
識
し
、

一
定
の
方
向
性
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
専
門
的
な
観
点
か

ら
の
助
言
が
特
に
有
効
で
あ
る
。

大
迫
の
ま
ち
づ
く
り
も
、
市
が
住
民
と
と

も
に
考
え
実
行
し
て
い
る
ワ
イ
ン
と
ブ
ド
ウ

を
中
心
と
し
た
産
業
振
興
や
林
業
の
進
展
な

ど
を
進
め
る
た
め
、
必
要
な
時
期
に
専
門
家

の
助
言
を
得
る
こ
と
は
あ
り
得
る
。

大
迫
商
店
街
の
振
興
を

【
そ
の
ほ
か
の
質
問
】

市
長
の
答
弁
姿
勢
に
つ
い
て

近村晴男 議員
（花巻クラブ）

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟 活
渇

潟
潟
潟

金
で
あ
る
こ
と
か
ら
必
要
性

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
原
則

で
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
基
金

が
適
当
で
あ
る
場
合
に
は
、

当
該
基
金
を
活
用
し
て
取
得

す
る
こ
と
は
あ
る
と
考
え
る
。

花
巻
城
跡
の
公
園
整
備
は
、

教
育
委
員
会
の
調
査
結
果
を

受
け
、
花
巻
城
跡
調
査
保
存

検
討
委
員
会
等
の
場
で
議
論

す
る
と
と
も
に
、
市
民
や
関

係
団
体
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
（仮
称
）
花
巻
城
跡
保
存

計
画
を
策
定
す
る
中
で
可
能

性
を
検
討
す
る
。

基金による取得の必要性が原則
まちづくり基金で城跡の取得を

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

る
も
の
で
あ
る
。

市
は
、
昨
年

月
「あ
な
た
は
人
生
の
最
期

12

を
ど
こ
で
過
ご
し
た
い
で
す
か
」
の
講
演
会

の
際
、
市
販
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
１
５

０
部
を
試
行
的
に
配
布
し
た
。

「
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
ィ
ル
」
は
「生
前
指
示
書
」

と
も
言
わ
れ
、
人
生
の
最
終
段
階
で
意
思
表

示
が
で
き
な
く
な
っ
た
時
に
備
え
て
、
家
族

や
医
師
な
ど
に
「
こ
う
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

治
療
の
方
向
性
や
身
辺
の
整
理
を
し
て
お
く

も
の
で
あ
る
。

本
人
が
希
望
す
る
人
生
の
終
末
期
を
迎
え

る
準
備
と
し
て
、
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
は

い
る
が
難
し
い
課
題
で
あ
り
、
医
療
・
介
護
実

務
者
に
よ
る
協
議
の
場
に
お
い
て
取
り
組
み

を
検
討
し
て
い
く
。
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市
政
「
こ
こ
が
聞
き
た
い

市
政
「
こ
こ
が
聞
き
た
い
」」

一
般
質

一
般
質
問問

う
や
っ
て
反
映
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
私
の
考
え
は
色
濃
く
出
て
い
る
。

中
高
年
や
子
ど
も
た
ち
の
医
療
を
守
る
た
め

に
総
合
花
巻
病
院
の
移
転
計
画
も
作
り
市
民

の
命
、
健
康
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
取
り
組

ん
で
い
る
。
私
が
市
長
に
な
っ
て
、
イ
ー

ハ

ト
ー
ブ
養
育
セ
ン
タ
ー
を
作
り
、
発
達
相
談

セ
ン
タ
ー
の
開
所
、
清
光
学
園

へ
も
支
援
を

し
て
い
る
。

ま
た
、
地
方
政
治
家
と
し
て
の
深
沢
晟
雄

村
長
（旧
沢
内
村
）
に
つ
い
て
は
、
医
療
を
頑

張
っ
た
と
い
う
こ
と
で
尊
敬
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
そ
の
気
持
ち
を
胸
に
抱
き
な
が

ら
、
花
巻
市
民
の
医
療
を
守
る
た
め
の
総
合

花
巻
病
院
の
移
転
に
つ
い
て
一
生
懸
命
頑

張
っ
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
。

市
議
２
期
目
の
最
後
の
一
般
質
問

に
あ
た
り
、
過
去
４
年
間
の
議
員
活
動

を
総
括
し
、
上
田
市
政
の
政
策
課
題
を
検
証

す
る
。
そ
の
上
で
、
将
来
に
向
け
た
地
方
政
治

家
と
し
て
の
理
念
あ
る
い
は
、
自
画
像
に
つ

い
て
伺
う
。
ま
た
、
総
合
花
巻
病
院
の
移
転
整

備
事
業
や
新
花
巻
図
書
館
な
ど
の
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん
で
い
る
が
、
市
長
の
公
約

に
あ
る
「
新
し
い
風
」
の
中
身
や
「
上
田
色
」
が

工事が進む総合花巻病院

増子 義久 議員

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟 活
渇

潟
潟
潟

【
市
長
】

通
常
は
、
質

問
要
旨
に
基
づ
い
て

担
当
者
が
し
っ
か
り
準
備
し

て
い
る
が
、
増
子
議
員
の
質

問
は
抽
象
的
す
ぎ
て
何
を
聞

き
た
い
の
か
分
か
ら
な
い
。

要
旨
に
な
い
質
問
を
急
に
さ

れ
て
も
、
そ
の
質
問
に
答
え

る
準
備
が
で
き
て
い
な
い
。

私
の
考
え
方
が
市
政
に
ど

私の考えを色濃く反映
地方政治家のあるべき理想像は Ｑ

Ａ

で
、
着
任
後
に
は
東
和
地
域
の
交
流
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
活
動
支
援
に
携
わ
っ
て
い
た

だ
く
予
定
で
あ
る
。

花
巻
農
業
協
同
組
合
で
は
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
継
続
し
な
が
ら
、
農
泊
に
関
心
の

あ
る
方
々
を
対
象
に
農
山
漁
村
で
の
体
験
活

動
に
伴
う
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
会
や

農
林
漁
家
民
宿
開
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開

催
す
る
な
ど
、
農
泊
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。

農
泊
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
生
活
や
地
域

の
方
々
と
触
れ
合
え
る
滞
在
型
の
旅
行
で
あ

り
、
観
光
の
ほ
か
移
住
・
定
住
に
も
つ
な
が
る

可
能
性
も
秘
め
て
お
り
、
市
で
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
本
市
の
魅
力

を
発
信
し
、
農
泊
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大

に
努
め
て
い
く
。

農
泊
は
、
農
山
漁
村
の
所
得
向
上
を

実
現
す
る
う
え
で
重
要
な
柱
と
し
て

国
が
進
め
る
施
策
で
あ
る
。
ま
た
、
花
巻
の
魅

力
を
感
じ
て
い
た
だ
き
移
住
・
定
住
へ
も
繋

げ
て
い
け
る
も
の
で
あ
る
。
本
市
の
取
り
組

み
状
況
を
伺
う
。

【
市
長
】
本
市
で
は
平
成

年
度
か
ら

29

国
の
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
を
活
用

交流人口拡大を進める東和農旅のパンフ

レット

【
そ
の
ほ
か
の
質
問
】

高
齢
者
の
交
流
の
場
の
創
出
に
つ
い

て

藤井幸介 議員

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟 活
渇

潟
潟
潟

し
、
東
和
地
域
の
交
流
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
と
花
巻
農
業

協
同
組
合
の
２
団
体
が
農
泊

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

東
和
地
域
の
交
流
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
は
農
泊
学
習
会

や
農
旅
コ
ン
テ
ン
ツ
調
査
の

ほ
か
、
昨
年

月
に
は
東
和

12

農
旅
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
、
今
年
３
月
に
は
東
和
農

旅
推
進
計
画
を
作
成
。
本
年

度
は
特
産
品
の
開
発
や
Ｊ
Ｒ

や
市
内
の
他
団
体
と
連
携
し

た
東
和
農
旅
モ
デ
ル
ツ
ア
ー

等
を
計
画
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
で
は
新
た
に
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
中

２団体と連携しながら推進
農泊推進で交流人口の拡大を ＱＡ

見
え
て
こ
な
い
。
こ
れ
か
ら

の
上
田
色
へ
の
期
待
を
含
め
、

宮
沢
賢
治
が
「
ド
リ
ー
ム
ラ

ン
ド
（
夢
の
国
）
」
と
呼
ぶ
ま

ち
づ
く
り
へ
の
決
意
を
伺
う
。
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市
政
「
こ
こ
が
聞
き
た
い

市
政
「
こ
こ
が
聞
き
た
い
」」

一
般
質

一
般
質
問問

新
花
巻
駅
の
新
幹
線
・
釜
石
線
連
絡

通
路
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ま
た
は
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
設
置
の
要
望
が
あ
る
が
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
伺
う
。

新
花
巻
図
書
館
の
計
画
を
安
定
し

た
体
制
で
進
め
る
た
め
に
、
開
設
準
備

室
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

専
門
家
を
入
れ
た
施
設
整
備
検
討
委
員
会

を
設
け
る
考
え
は
な
い
か
。

【
市
長
】
開
設
準
備
室
設
置
に
つ
い
て
、

現
段
階
で
は
時
期
的
な
問
題
も
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
専
門
部
署
の
設
置
は
考
え

バリアフリー化を望む声がある連絡通路

【
市
長
】
階
段
部
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
つ
い
て
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
あ
る
い

は
車
い
す
対
応
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
い
ず

れ
に
お
い
て
も
、
現
施
設
の
構
造
上
設
置
す

る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
設
置
す
る

た
め
に
必
要
と
な
る
階
段
部
分
の
改
修
工
事

や
、
電
気
設
備
工
事
等
、
現
施
設
の
抜
本
的
な

改
修
を
行
い
、
そ
の
上
で
い
ず
れ
か
を
設
置

す
る
た
め
に
は
相
当
多
額
の
負
担
で
直
ち
に

対
応
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

連
絡
通
路
の
改
善
は

【
そ
の
ほ
か
の
質
問
】

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、
子

育
て
世
帯
の
住
宅
支
援
に
つ
い
て

照井明子 議員

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟 活
渇

潟
潟
潟

て
い
な
い
。
現
在
進
め
て
い
る

基
本
計
画
策
定
後
、
基
本
設
計

な
ど
設
計
へ
向
け
て
の
具
体
的

な
事
務
が
本
格
化
す
る
段
階
に

お
い
て
、
専
任
の
職
員
を
配
置

し
た
建
設
準
備
室
な
ど
の
設
置

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

専
門
家
を
入
れ
た
施
設
整
備

検
討
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
現

時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い

く
う
え
で
、
専
門
的
な
意
見
を

聞
く
こ
と
は
必
要
で
あ
り
、
多

方
面
か
ら
意
見
を
伺
っ
て
い
く
。

多方面から専門的な意見を伺う
新花巻図書館について

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

新
教
育
委
員
会
制
度
が
発
足
し
た

が
、
行
政
の
長
は
教
育
行
政
に
介
入
す

べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解

を
伺
う
。

「
子
育
て
世
帯
住
宅
取
得
支
援
事

業
」
の
導
入
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、

人
口
流
出
の
現
状
等
か
ら
市
民
に
分
か
り
や

す
い
説
明
を
求
め
る
。

【
市
長
】
大
迫
、
石
鳥
谷
、
東
和
地
域
か

ら
花
巻
地
域

へ
の
転
出
超
過
が
多
く

見
ら
れ
る
。
年
齢
層
か
ら
見
る
と

歳
代
の

30

複
数
人
異
動
（子
育
て
世
帯
の
異
動
）
が
多
い

石鳥谷総合支所内に設置されている花巻

市教育委員会事務局

【
市
長
】
首
長
は
地
方
自
治
法
に
お
い

て
、
教
育
委
員
会
の
予
算
を
含
む
市
全

体
の
予
算
を
策
定
し
、
議
会
の
承
認
を
得
て

執
行
す
る
権
限
と
責
務
を
有
し
て
い
る
。
市

の
財
政
状
況
を
勘
案
し
、
教
育
委
員
会
の
予

算
の
策
定
と
執
行
を
行
う
こ
と
と
合
わ
せ
、

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る

法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
他
の
権
限
に

つ
い
て
、
そ
の
責
務
を
確
実
に
果
た
し
て
い

き
、
教
育
の
政
治
的
中
立
性
の
確
保
と
い
う

観
点
か
ら
も
、
予
算
の
認
め
る
範
囲
に
お
い

て
、
教
育
委
員
会
の
主
体
性
を
尊
重
す

べ
き

と
考
え
る
。

教
育
行
政
へ
の
介
入
は

【
そ
の
ほ
か
の
質
問
】

森
林
経
営
管
理
法
案
に
つ
い
て

櫻井 肇 議員

活 渇潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟 活
渇

潟
潟
潟

状
況
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
子

育
て
世
帯
が
親
世
帯
と
同

居
・
近
居
す
る
た
め
、
あ
る
い

は
市
内
４
地
域
の
中
心
地
域

に
住
宅
を
新
築
も
し
く
は
購

入
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
奨

励
金
を
交
付
す
る
こ
と
と
し

た
も
の
で
あ
り
、
４
地
域
そ

れ
ぞ
れ
に
に
ぎ
わ
い
を
持
ち
、

活
力
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
と
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
子
育
て
世
帯
の
定

住
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
本
事
業
を
導
入
し
た
。

4地域それぞれを中心地域に
子育て世帯住宅取得支援事業は

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ
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※市からの交付額は240,000円です。これを超えた執行額は自己負担です。これに満たない分は市に返還しています。
（単位：円）

調査旅費を用いた視察先

内 訳

執行額議 員 名会派 その他
の経費

広聴費広報費
資 料
購入費

資 料
作成費

調 査
旅 費

研 究
研修費

・九州アンテナショップの現状と課題について（福岡市）

・スマートエネルギーについて（みやま市）

・コミュニティスクールの取り組みについて（菊池市）

・地方創生の取り組みについて（衆議院会館）

・農業人材育成施策と新たな米政策について（農林水産省）

71,413151,120222,533藤原 伸

明

和

会

72,255151,120223,375髙橋 勤

75,571151,120226,691伊藤 源康

128,412151,120279,532藤原 晶幸

34,29634,296平賀 守

65,184151,460216,644中村 初彦

・議会における自然災害発生時の対応について（八尾市）

・中心市街地の再生と活性化の取り組みについて（長浜市）

・議会改革の取り組みについて（可児市）

・子育て支援策について（ＪＡ愛知知多）

・地方創生の取り組みについて（衆議院会館）

・農業人材育成施策と新たな米政策について（農林水産省）

78,907199,103278,010高橋 修

市
民
ク
ラ
ブ

78,92048,39174,28351,610253,204瀬川 義光

15,05860,52882,79174,283232,660内舘 桂

60,00085,507110,913256,420大原 健

8,37087,74374,283170,396鎌田 幸也

・少子化対策事業について（南あわじ市）

・小中一貫教育の推進について（池田市）

・商店街施策について（中小企業庁）

・地域活性化と多文化共生の取り組みについて（自治行政局）

180,000111,606291,606松田 昇

花
巻
ク
ラ
ブ

75,571138,016213,587本舘 憲一

5,140129,248111,606245,994藤井 英子

59,39467,2551,000126,606254,255近村 晴男

75,571136,806212,377髙橋 浩

・介護予防及び地域支援事業について（和光市）

・日本一の読書のまちの取り組みについて（三郷市）

・市立図書館の運営について（相馬市）

57,94875,02452,715185,687照井 省三平

和

環

境

社
民
ク
ラ
ブ

155,48952,715208,204若柳 良明

37,524137,85552,7157,000235,094阿部 一男

・移住定住促進事業について（岩見沢市）

・観光客誘客への取り組みについて（小樽市）

・江別河川防災ステーションについて（江別市）

22,60671,25595,45263,360252,673菅原ゆかり会
派
を
構
成
し
て
い
な
い
議
員

5,00789,59540,32794,372229,301藤井 幸介

32,854195,112227,966増子 義久

5,456152,73310,99772,780241,966櫻井 肇

・公契約条例について（野田市）109,08085,28419,27018,320231,954照井 明子

・議会における自然災害発生時の対応について（八尾市）

・中心市街地の再生と活性化の取り組みについて（長浜市）
28,513105,81967,078201,410小原 雅道

花巻市議会では、「花巻市議会政務活動費の交付に関する条例」に基づき、議員の調査研究その他の活動に資するため必要な
経費の一部を政務活動費として交付しています。
政務活動費の額は、花巻市議会の場合、議員一人当たり月額２万円で、毎年４月１日に在職する議員に対して、１年度分

（２４万円）が一括して交付されています。
また、政務活動費の収支報告書の提出にあたっては、議会内の取り決めで、原則領収書をつけて報告することとしており、そ
の内容についてはどなたでもご覧いただけます。
花巻市議会が条例で定めている政務活動費を充てることのできる項目については、下記のとおりです。
また、花巻市議会では、政務活動費の使途の透明性を確保するために政務活動費の執行状況を議会だより及び市ホームペー

ジへ掲載しています。

○研究研修費・・・・議員が研修会等を開催する（参加する）ために必要な経費【例：講師謝金、会場使用料、旅費等】

○調査旅費・・・・・・議員が行う調査研究活動のために必要な経費【例：交通費、宿泊費等】

○資料作成費・・・・議員の活動のために必要な資料の作成に要する経費【例：印刷製本代、事務機器購入・リース代等】

○資料購入費・・・・必要な図書、資料等の購入に要する経費

○広報費・・・・・・・・議員活動や市の政策についてＰＲする経費【例：議員広報誌、報告書の印刷費等】

○広聴費・・・・・・・・住民から市への要望や意見を聴取するための会議等にかかる経費【例：会場費、茶菓子代等】

○人件費・・・・・・・・議員の調査研究活動を補助する職員を雇用する経費

○事務所費・・・・・・活動のために必要な事務所の設置・管理に要する経費【例：事務所の賃借料、維持管理費等】

○その他の経費・・上記以外の経費で議員が行う調査研究活動に必要な経費【例：事務連絡に要する切手代、事務消耗品】

ฏฏ22��年年 ՖՖٞٞࢢࢢרר会会׆׆ಈಈඅඅࣥࣥߦߦঢ়ঢ়گگ



12№54 平成30年7月31日

◎
発
行
／
花
巻
市
議
会

発
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責
任
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／
花
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市
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長

小
原

雅
道

◎
編
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／
広
報
広
聴
特
別
委
員
会
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岩
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古紙を配合した再生紙

を使用しています

高橋
たかはし

久美さん
くみ

（石鳥谷町新堀）

藤原 雅俊さん
ふじわら まさとし

（桜木町）

地域全体での子育て協力へ風を呼び込む街
「若
い
人
た
ち
が
少
な
く
て
」

と
い
う
声
は
よ
く
聞
く
が
、
今

後
を
担
う
年
代
が
何
人
い
る
か

は
も
う
市
町
村
の
財
政
、す
な

わ
ち
、
住
む
者
の
生
活
に
直
結

し
て
く
る
。
そ
の
危
機
感
は
ど

れ
く
ら
い
浸
透
し
て
い
る
だ
ろ

う
か
。
誰
か
が
ど
う
に
か
し
て

く
れ
る
だ
ろ
う
、
で
は
も
う
間

に
合
わ
な
い
。
昔
は
よ
か
っ
た
、

の
次
は
、
じ
ゃ
あ
今
の
問
題
は

ど
う
取
り
組
む
？
と
続
け
な
け

れ
ば
何
も
変
わ
ら
な
い
。
若
者

に
こ
う
あ
る
べ
き
論
を
言
う
よ

り
も
、
ど
ん
な
街
な
ら
、
そ
こ
に

住
ん
で
暮
ら
し
た
い
と
思
う
か
、

も
っ
と
個
々
の
レ
ベ
ル
で
耳
を

傾
け
る
意
識
の
底
上
げ
が
重
要

だ
。
実
際
、
人
口
が
増
え
て
い
る

市
町
村
の
特
徴
は
、
地
域
内
外

で
活
躍
し
て
い
る
人
や
違
う
価

値
観
に
対
し
て
貪
欲
に
学
ぼ
う

と
す
る
住
民
の
活
動
が
見
え
る
。

セ
ミ
ナ
ー
や
講
演
会
を
小
さ
な

単
位

で
も
企
画
、
参
加

し
て

イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
の
街
は
風
通
し

が
良
い
と
感
じ
る
土
壌
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

はなまき市議会だよりは、２月・５月・８月・11月の１日に発行 ※土日・祝日の場合はその前日

は
な
ま
き
市

議
会
だ
よ
り

第

号
54

現
在
の
広
報
広
聴
特
別
委
員

会
に
よ
る
「
は
な
ま
き
市
議
会

だ
よ
り
・
花
の
風
」
の
編
集
作
業

も
今
号
が
最
後
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
市
民
の
皆
様
が

手
に
取
り
や
す
く
分
か
り
や
す

い
よ
う
に
と
考
え
、
先
進
地
視

察
や
研
修
会
で
の
成
果
を
レ
イ

ア
ウ
ト
や
特
集
記
事
な
ど
に
生

か
し
て
き
ま
し
た
し
、
政
務
活

動
費
の
執
行
状
況
を
掲
載
す
る

な
ど
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
期
は
議
会
報
告
会
も
こ
の

委
員
会
が
主
催
し
「開
か
れ
た

議
会
」
に
向
け
た
議
会
改
革
の

役
割
も
担
っ
て
き
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

今
後
も
新
た
な
委
員
で
作
る

新
し
い
「花
の
風
」
に
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

（瀬
川
義
光
）

【
広
報
広
聴
特
別
委
員
会
】

委

員

長

髙
橋

勤

副
委
員
長

阿
部

一
男

委

員

菅
原
ゆ
か
り

委

員

高
橋

修

委

員

瀬
川

義
光

委

員
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子
育
て
す
る
中
で
そ
れ
ぞ
れ

の
家
族
形
態
の
多
様
化
も
あ
り
、

親
同
士
の
関
係
性
が
希
薄
に

な
っ
て
き
て
い
る
中
、
遊
び
に

行
っ
た
先
の
連
絡
先
も
わ
か
ら

ず
に
お
互
い
気
を
使
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
も
安
心
し
て
子

ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
遊
べ
る

環
境
を
整
備
し
て
い
た
だ
け
た

ら
な
と
感
じ
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
気
軽
に
遊
ば
せ
て
い

て
も
、
心
配
し
な
く
て
大
丈
夫

な
環
境
が
あ
れ
ば
、
忙
し
い
現

代
の
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
負

担
の
軽
減
に
繋
が
り
気
持
ち
に

ゆ
と
り
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
登
校
時

の

パ
ト

ロ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

の
よ
う
な
地
域
全
体
で
の
見
守

り
を
休
日
の
公
園
に
応
用
す
る

こ
と
で
子
育
て
世
代
と
地
域
住

民
の
交
流
へ
発
展
も
期
待
で
き

ま
す
。

子
育
て
の
大
変
さ
を
地
域
の

皆
で
分
け
合
う
こ
と
で
風
通
し

の
良
い
地
域
社
会
の
形
成
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

詳しい日程は、議会事務局までお問い合わせいただく

か市議会のホームページをご覧ください。

議会事務局 緯２４-２１１１（内線３１０）

【９月定例会】
決定次第、ホームページでお知らせします。

【６月定例会】
本会議の傍聴に訪れた方の延べ人数５４人

議会傍聴にぜひお越しを！

議会を傍聴に来られない方は、お持ちのス

マートフォン・タブレットやパソコンでも視聴

ができます。

また、えふえむ花巻 では後日、

録音した本会議の音声を放送しています。
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議会中継をスマホ・ＰＣ
で視聴できます！


